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好きな言葉 

・かいた汗は嘘をつかない 

努力は裏切らない。 

頑張った後にしか見ることが

できない景色があります。 

・Everything for 

patients’happy smile 

納得の医療。 

患者さんに納得と笑顔を届け

られるような医療が理想であ

ると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター長としての意気込みや、今後の展開 

昭和大学で患者さんに納得の治療を届けるためには、新

規治療法、最先端の治療を昭和大学から、日本のみならず

世界に発信することが重要だと考えております。そのため

には患者さんのご協力が不可欠です。昭和大学病院は

80％の患者さんが近隣の城南地域から来ていただいてお

ります。従って、地域医療を推進することで、多くの患者

さんに昭和大学病院に受診していただくことが大切です。

これを達成するためには、病診連携、病病連携が肝となっ

てまいります。総合サポートセンターは従来の地域連携の

役割を更に踏み込んで、地域の先生方から昭和大学にご紹

介しやすく、また連携を推進しやすい環境を整えてまいり

ます。各種のご相談を含め、【患者さんから満足のいただけ

る医療を「至誠一貫」の魂でお届けする】ことこそ昭和大

学病院総合サポートセンターが目指しているものです。 

何か不明な点がございましたら遠慮なくお伝えください。

今後ともご高配よろしくお願い申し上げます。 

 

今年度より総合サポートセンター長を拝命さ

せていただきました角田です。 

総合サポートセンターは昭和大学病院・昭和大

学病院附属東病院をご利用いただく皆様に安心

した治療、療養をしていただけるようサポートす

る役割と近隣の病院やクリニックとの橋渡しを

する役割をもった部署です。センターのメンバー

は、日々、我々の学祖が提唱された患者さんに寄

り添う「至誠一貫」の精神で業務に携わっていま

す。私にとって、この大切な役割を持ったセンタ

ーをお手伝いさせて頂けることはたいへん光栄

で、微力ですが精一杯務めさせていただきます。

今後ともご指導よろしくお願い申し上げます。 
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紹介患者の初診受付時間が１４時までになりました！ 

 

2019 年 10 月 1 日より、初診受付時間を変更いたしました。 

【変更前】 ８時００分～１１時００分 

 

 

【変更後】 ８時００分～ 

 

 

※１１時以降は混雑や待ち時間を要する可能性があるため、なるべく１１時までのご受診をお勧めします。 

※また、当日お急ぎでない場合には、事前予約（紹介状のある方）での受診をお勧めいたします。 

 

≪ご紹介いただく際のお願い≫ 

  ◎当日の緊急紹介の際には、初診受付時間に関わらず医療連携室へお電話でご依頼 

    ください。（以前と変更なし） 

 

～緊急紹介について～開業医の先生方からのお電話をお待たせしないよう、取り組んでいます 

 

 

    

（1）対応時間 

      月曜日～土曜日：8 時 30 分～17 時 00 分（時間外は救急受付にお繋ぎします） 

（2）ご依頼方法 

①医療連携室（03-3784-8400）へご連絡ください。 

②医療連携室がその場で受入いたします。（原則お断りしません） 

   （内視鏡・救急車等を要する場合は医師に確認する場合があります。）  

③「患者情報」、「疾患（状態）」、「到着時間」、「来院方法」の情報をお伝えください。 

事前に紹介状の FAXをお願いいたします。 

（3）対象の内科系診療科 

呼吸器･アレルギー内科、腎臓内科、消化器内科、血液内科、循環器内科、 

腫瘍内科、リウマチ･膠原病内科、脳神経内科、糖尿病･代謝･内分泌内科 

   ※内科系・泌尿器科・皮膚科・耳鼻咽喉科以外の診療科については、医師に確認し受入いたします。 

                 

医療連携室（昭和大学病院・附属東病院） 

【受付時間】月～金曜日：８：３０～１８：００ 土曜日：８：３０～１７：００ 

【TEL 医療機関専用】０３-３７８４‐８４００【FAX】０３-３７８４‐８８２２ 

【TEL 患者専用回線】０３-３７８４‐８４１９（平日８：３０～１７：００まで） 

紹介患者さんの初診受付時間の変更について お知らせ 

内科系診療科・泌尿器科・皮膚科・耳鼻咽喉科の 

緊急紹介は医療連携室がその場で受入返答いたします。 

診 療 予 約 

お問合わせ

連 絡 先 

※原則お断りしません 

１４時００分 
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【附属施設へ】2019年 12月 1日付   ●感染症内科 牛久保慧（江東豊洲病院リウマチ・膠原病内科へ） 

【附属施設へ】2019年 12月 3日付   ●皮膚科 鈴木茉莉恵（藤が丘病院皮膚科へ） 

【学外研修へ】2019年 1２月 1日付   ●救命救急科 鈴木恵輔 ●産婦人科 三澤亜純 

 

【附属施設から】2019年 1２月 1日付 ●消化器・一般外科 大塚耕司（江東豊洲病院消化器センターから） 

●小児科 佐藤義剛（江東豊洲病院こどもセンターから）●小児科 野口悠太郎（横浜市北部病院こどもセンターから） 

●リウマチ・膠原病内科 亀田俊吾（藤が丘病院血液内科から） 

【附属施設から】2019年 1２月３日付  ●皮膚科 笠ゆりな（藤が丘病院皮膚科から） 

【学外研修から】2019年 11月 30日付 ●救命救急科 柿佑樹（佐久総合病院佐久医療センターから） 

【新規採用】2019年 1２月 17日付   ●リウマチ・膠原病内科 上田桃子 

医学物理士の宮浦 和徳（みやうら かずのり）さんを紹介します！ 

医学物理士の業務は患者さんから直接見えることは多くありません。だか

らこそ EBM※1や安全文化の風土を醸成し、正しい知識に基づいた丁寧な仕事

を遂行してまいります。放射線医学の発展は凄まじい速さであり、オーダーメ

イドによる治療の提供は必然で、今後も人工知能や IoT※2 の活用により飛躍

的に発展します。これらに対応し適切に活用できる専門職が医学物理士です。

患者さん本位の医療ならびに、安心安全かつ高品質な放射線治療を提供でき

るよう、医療従事者として日々努めてまいります。 

 

患者さんからよく聞かれる質問で、「ジェネリック薬品って最近よく

耳にするけどちゃんと効くの？」と質問されます。ジェネリックとは

「一般的な」という意味で、「ジェネリック医薬品」とは一般的に広く使用され、

効能や安全性が確立された医薬品の事を意味します。 国家予算の中で年々医療

費が膨らみ続けている昨今ジェネリック医薬品は医療費削減の効果があると期

待されており、国も使用を推進しているお薬です。 

☆ご紹介☆ 職員紹介コーナー～医学物理士～ 

＜患者さんへのメッセージ＞ 

医学物理士という職業をご存知でしょうか。医学物理士は、放射線を用いた

医療が適切に実施されるよう、医学物理学の専門家としての観点から貢献す

る医療職です。国家資格化の整備を進めており、医学物理士認定機構より認定

された資格です。業務は放射線治療領域が主であり、医師と連携を取り高精度

治療計画作成の支援や、診療放射線技師と協力し、治療装置の品質保証・品質

管理、患者さんの体内での吸収線量に関する位置的・量的精度が、臨床上必要

な範囲に収まっているかの確認などを通して、放射線治療の Quality 

management に携わっております。また、研究開発や教育も行なっています。

現在、昭和大学の医学物理士は、1 名のみですが、昭和大学病院・藤が丘病院・

横浜市北部病院・江東豊洲病院で精力的に医学物理業務に携わっております。 

 

＜どのような仕事をしていますか？＞ 

宮浦 和徳さん 

医師の配属・異動・退職について お知らせ 

10 月に新たに導入した

放射線治療機器 

※1 EBM ＝ Evidence Based Medicine「科学的根拠に基づく医療」 

※2 IoT ＝ Internet of Things（あらゆる「モノ」がインターネットにつながり、相互に接続する仕組み） 

a 

新規配属医師 

 

異動 
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今月は「 １年目 事務員」の田原 捺希（たはら なつき）さんをご紹介します。 

【田原 捺希さん】 

私自身、学生時代に多くの大学職員の方々にお世話になった経験があり、

就職活動を始める前から、大学の事務職を志望していました。その中で、

昭和大学は医系総合大学として、『至誠一貫』という建学の精神のもと、多

くの医療人の育成および地域の中核医療を担うという大きな社会的役割を

果たしていることに魅力を感じ、入職を決めました。 

主に院内の感染症情報の取り纏めや、感染症予防の啓発を行っていま

す。10 月は手洗いキャンペーンの準備・実施など、職員の手指衛生の強

化に努め、11 月はインフルエンザワクチンの集団接種の準備等を行い、

当院および東病院のインフルエンザ発生予防に努めています。 

＜クオリティマネジメント課の職員＞ 

羽ばたけ期待の医療人 No.18「クオリティマネジメント課 感染管理係」  

 

現在は病院勤務となっていますが、今後は法人部門および学事部門をジョブローテーションする予定に

なっています。まだ 1年目ということもあり、周囲の先輩方にご迷惑をかけることが多く、日々勉強中で

すが、将来的には周囲の方々から信頼してもらえるような職員になれるよう頑張ります。 

開催報告 ぜん息教室を開催いたしました 

11月 9日（土）、昭和大学病院中央棟 7階会議室にて「2019年昭和大学病院成人ぜん息教室」を開催

致しました。当日は、ぜん息が専門である呼吸器・アレルギー内科の医師や看護師による、ぜん息・アレ

ルギーの治療や普段の生活に役立つ内容の講演、吸入器具を用いた実演指導を行いました。講演後には参

加者からの質問に対して、本院の医師や看護師がアドバイスをする時間もあり、大変有意義な講演会とな

りました。 

東京都アレルギー疾患医療専門病院である昭和大学病

院の呼吸器・アレルギー内科は、ぜん息・アレルギーの

専門性の高い診療・研究で著名な施設であり、大勢のぜ

ん息患者さんを診療しています。とくに「難治性ぜん息」

と呼ばれる、標準治療薬で治療効果が乏しい患者さんが

数多く通院されています。 

今回は、現在の体制で初めてのぜん息教室の開催であ

り、医師より「ガイドラインに基づいた最新の治療や管

理」について、内科外来看護師チームより「ぜん息に対

する吸入薬の上手な使い方」について、それぞれ講演・

実演してもらいました。来年以後も定期的に開催する予

定ですので、是非ともたくさんの方のご参加お待ち申し

上げます。 

呼吸器・アレルギー内科 

医師からのメッセージ 
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※１ リンクナース 

＝専門チームや委員会（感染制

御チームなど）と病棟看護師を

つなぐ看護師 

開催報告 2019年手洗いキャンペーンを実施しました 

 

10 月 15 日は 

世界手洗いの日 

「手洗いキャンペーン」を 10 月 7 日(月)

から 17 日(水)の期間で実施しました。感染

リンクナースや ICT メンバーが中心とな

り、自部署の手洗いを目で見て共有しまし

た。参加者は大学病院 538 名、東病院 128

名と多くの職員、患者さんにご参加いただ

きました。食堂をはじめ各部署にて、アルコ

ール消毒薬のぬり残しがないか、手洗いの

洗い残しのクセを確認しました。目に見え

ない汚れや細菌に対して、つい手指衛生は

疎かになりがちですが、感染対策において

は、誰もが実践できる対策であり、かつそれ

が最も大切な予防法の一つでもあります。 

この機会に改めて手指衛生の大切さを再認

識し、5 つのタイミング(*)に沿って適切に

手指衛生が実践できるよう、お互いに声を

かけ合いながら、感染対策に取り組んでま

いります。 

みんなで手洗い 救命救急センター 

手洗いプロの手術室 

副院長も手洗い！ 

研修医も手洗い 入院棟 11 階病棟 

手洗い上手の中央材料室 

薬剤師も石けん手洗い 

臨床工学技士さんも手洗い確認 

食事前の手洗いは大事！ 
中央棟 7 階食堂 

患者さん参加で手洗い強化！
東病院 2 階病棟 

学生さんと手洗い確認 入院棟 12 階病棟・入院棟 13 階病棟 リンクナース※１ 

(*)5 つのﾀｲﾐﾝｸﾞ 

①患者さんに触れる前、②清潔・無菌操作の前、③体液に曝露後、 

④患者さんに触れた後、⑤患者さんの周囲環境に触れた後 
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11月 26日（火）、昭和大学病院中央棟正面玄関において、クリスマスイルミネーション点灯式が行わ

れ、小口理事長や三邉病院担当理事、小林副院長、相良副院長の他、小児科病棟から選ばれた代表の患者

さんがスイッチを押すと、一斉にイルミネーションが点灯し、中央棟正面玄関と入院棟 1階ピロティの遊

歩道が、様々な光で彩られました。また、点灯にご協力いただいた代表患者さんには、荒川看護部長より、

一足早いクリスマスプレゼントが贈られました。皆様、心温まるクリスマスをお過ごしください。 

お知らせ クリスマスの装飾を開始いたしました 

（左から、患者さん代表の 2人、 

三邉病院担当理事、小口理事長、 

小林副院長、相良副院長） 

ご来院の際には、 

イルミネーションを 

ぜひお楽しみください。 

 

☆イルミネーションの点灯時間☆ 

16：30～21：00 

 

イルミネーション点灯式の 

開催とともに、昭和大学病院 

中央棟 1階正面玄関に 

クリスマスツリーなどの装飾を 

設置いたしました。 
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ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

 先生方に手術前の説明を受けました。こと

細かに絵を書いてもらい、どういう事でこの

ようになったか、本人が理解できるまで丁寧

にお話し下さいました。  

 私は左右の首、脳の 3 ヶ所を 1 年おきに

手術しましたが、全部上手くいきました。 

看護師の皆様もとても優しい人たちです。

手術するなら昭和大学病院をおすすめしま

す。ありがとうございました。 

 お褒めの言葉ありがとうございます。 

 医師、看護師だけでなく他職種の評価も頂きました。

（「清掃が行き届いている」というお言葉であった為、

病棟担当の清掃者へ伝えしました） 

今後も全ての患者さんに、優しい看護を提供できるよ

う心がけていきます。 

看
護
部 

 予約しているにも関わらず担当医が来な

く、2時間以上待たされたうえで代診となり

ました。 

体調の悪い患者への配慮がなさすぎます。 

 この度はご迷惑をお掛けし大変申し訳ございません

でした。 

長時間お待たせしてかつ、代診のご連絡が遅れてしま

い大変ご迷惑をお掛け致しました。今後は患者さんの体

調等を考慮し、早めのお声掛けを行うなどの対処をさせ

て頂きます。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

医
療
課 

患者さんのご意見・ご要望 
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10 月 25 日 15 時より昭和大学病院附属東病院 3 階病棟において院内コンサートを行いました。今

回は、デュオ・タルエゴのお２人によるクラシック・ギターの演奏をお届けしました。ギターの優しく、

温かい音色が響き渡り、心洗われるひと時を過ごすことができました。 

2019 年 12 月 29 日（日）～2020 年 1 月 3 日（金）は、外来診療を休診いたします。 

なお、救急医療体制は休診せず実施しております。 

糖尿病・代謝・内分泌内科 教授 山岸
やまぎし

昌一
しょういち

  

年の瀬が迫ってきているせいか、大変に気ぜわしくなってまいりました。また、巷ではクリスマスも近

いこともあって、街はイルミネーションで華やいだ感すらあります。しかしながら、今年日本を襲った２

つの大きな台風による被害を想い起こしますと、私には、いつもの年とは違った師走です。お亡くなりに

なられた方々に心からお悔やみを申し上げますとともに、災害に遭われた方々の一日も早い復興を祈念

し、静かに来る年を迎えようと思います。来年が災害のない平穏な年であることを願うばかりです。 

 

 

開催報告 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 

・高度医療の推進 

・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 

・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、

質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 

・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 
ご意見・ご要望につきましては、メールアドレス：tayori@ofc.showa-u.ac.jp までお願いいたします。 

病院広報委員会委員： 稲垣 克記、大嶽 浩司、岡崎 靖子、五藤 哲、佐藤 久弥、嶋村 弘史、鈴木 隆、 

鷲見 賢司、富田 英、中村 清吾、樋口 恵子、水庭 隆史、山岸 昌一、吉田 仁、 

渡辺 愛理、渡邊 聡（50 音順） 

院内コンサートが開催されました 

 

編集後記 

お知らせ ～年末年始の外来診療休診日について～ 
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